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1． 化学品及び会社情報

製品名 ： タケトップ遮熱 　グレイ

会社名 ： 竹林化学工業株式会社

住所 ： 大阪府東大阪市渋川町3丁目1番43号

担当部門 ： 品質管理部

電話番号 ： ０６－６７２１－６１６５

FAX.番号 ： ０６－６７２０－７３０８

緊急連絡先 ： ０６－６７２１－６１６５

奨励用途と使用上の制限 ： 業務用(上塗り材)

2． 危険有害性の要約

化学品のＧＨＳ分類、ＧＨＳラベル要素

GHS分類

健康に対する有害性

生殖細胞変異原性 ： 区分２

発がん性 ： 区分１A

特定標的臓器毒性(反復ばく露） ：　区分１

特定標的臓器毒性(反復ばく露） ：　区分２

環境有害性

水性環境有害性　短期(急性) ：区分３

水性環境有害性　長期(慢性) ：区分３

※記載無きGHS分類区分：区分に該当しない。/分類できない。

ＧＨＳラベル要素

注意喚起語 ： 危険

危険有害性情報 ： 遺伝性疾患のおそれの疑い

発がんのおそれ

長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害

水性生物に有害

長期継続的影響によって水性生物に有害

3． 組成及び成分情報

化学物質・混合物の区分 ： 混合物

成分及び含有量 ： ① ＜１．０

② 　 ０．２

③ ＜５．０

④ ＜５．０

⑤    ３０～４０

⑥ ＜１．０

⑦ ＜１．０

酸化チタン(Ⅳ）

酸化アルミニュウム

石英

酸化第二鉄

　安全データシート
作成    ： 2019年12月24日

　　　　改訂　　 ： 2021年5月7日

鉱油

３‐(３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素

二酸化ケイ素
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⑧ ＜１．０

官報公示整理番号(化審法) ： ①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

ＣＡＳ番号 ： ①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

注記：これらの値は、製品規格値ではありません。

労働安全衛生法・化学物質管理促進（ＰＲＴＲ）法該当成分については、「１５．

適用法令」を参照下さい。

4． 応急措置

応急措置の記述

吸入した場合 ： 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

： 気分が悪いときは医師に連絡すること。

皮膚(又は髪）に付着した場合 ： 付着物を清浄な乾いた布で素早く拭き取る。

： 溶剤、シンナーを使用してはならない。

： 皮膚に付着した場合：多量の水/適切な薬剤で洗うこと。

： 外観に変化が見られたり、刺激・痛みがある場合、気分が悪いときには医師

の診断を受ける。

眼に入った場合 ： 水で数分間注意深く洗うこと。コンタクトレンズを着用していて安易に外せる場

合は外すこと。その後も洗浄を続けること。

： 眼の中に全て水が行き届くように洗浄すること。

： 眼の刺激が続く場合：医師の診察/手当てを受けること。

飲み込んだ場合 ： 嘔吐物を飲み込ませてはならない。

： 医師の指示のない場合は、吐かせてはならない。

： 負傷者を安静にし直ちに医師の診察を受ける。

応急措置をする者の保護 ： 救助者はゴム手袋と密閉ゴーグルなどの保護具を着用する。

： 適切な換気を確保する。

医師に対する特別な注意事項 ： 緊急の特別処置などを講ずる。

5． 火災時の措置

消火剤

適切な消火剤 ： 周辺設備に適した消火剤を使用する。

： この製品自体は燃焼しない。

使ってはならない消火剤 ： データなし。

消火を行う者への勧告

特有の消火方法 ： 周辺火災に対応して、消火活動を行うこと。

１３０９－３７－１

１－５５８

１ー２３

１－５４８

１－３５７

ステアリン酸マグネシウム

１－５４８

３３０－５４－１

　―

非公開／不明

　―

１３４６３－６７－７

７６３１－８６－９

２－６１１

５５７－０４－０

１３４４－２８－１

１４８０８-６０-７
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6． 漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置

： 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を

着用する。

： 周辺を立ち入り禁止にして、関係者以外を近づけないようにして二次災害

を防止する。

環境に対する注意事項 ： 河川への排出等により、環境への影響を起こさないように注意する。

封じ込め及び浄化の方法及び機材

： 漏出物は、密封できる容器に回収し、安全な場所に移す。

： 付着物、廃棄物などは、関係法規に基づいて処置すること。

7． 取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策

　（取扱者のばく露防止） ： 粉じん/煙/ガス/ミスト/蒸気/スプレーを吸入しないこと。

安全取扱注意事項 ： 使用前に取扱い説明書を入手すること。

： 全ての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。

： 屋外又は換気の良い場所だけ使用すること。

： 指定された個人用保護具を使用すること。

接触回避 ： データなし

衛生対策 ： 取り扱い後は、汚染箇所を良く洗うこと。

： この製品の使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。

保管

安全な保管条件 ： 換気の良い場所で保管すること。容器を密閉しておくこと。施錠して保管

すること。

　（避けるべき保管条件） ： 日光から遮断すること。

安全な容器包装材料 ： データなし

8． ばく露防止及び保護措置

管理指標

管理濃度 ： データなし

許容濃度 ： （酸化チタン（Ⅳ））

日本産衛学会（第2種粉塵）（吸入性粉塵）１ｍｇ／㎥；（総粉塵）４ｍｇ／㎥

： （石英）

日本産衛学会（２００６）（吸入性結晶質シリカ）０．０３ｍｇ／㎥

： （酸化第二鉄）

日本産衛学会（第2種粉塵）（吸入性粉塵）１ｍｇ／㎥；（総粉塵）４ｍｇ／㎥

： （酸化第二鉄）

ACGIH（２００５）ＴＷＡ：５ｍｇ／㎥（R）（じん肺）

： （酸化アルミニュウム）

ACGIH（２００７）ＴＷＡ：（非溶性化合物）１ｍｇーＡｌ／㎥（R）（じん肺症、

下気道刺激、神経毒）

： （酸化チタン（Ⅳ））

ACGIH（１９９２）ＴＷＡ：１０ｍｇ／㎥（R）（下気道刺激）

： （石英）

ACGIH（２００９）ＴＷＡ：０．０２５ｍｇ／㎥（R）（肺繊維症；肺がん）

： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）
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ACGIH（１９７４）ＴＷＡ：１０ｍｇ／㎥（上気道刺激）

： （ステアリン酸マグネスム）

ACGIH（２０１６）ＴＷＡ：１０ｍｇ／㎥（Ｉ）；㎥（Ｒ）（下気道刺激）

ばく露防止

保護具

呼吸用の保護具 ： 呼吸用保護具を着用すること。

手の保護具 ： 保護手袋を着用する。

眼の保護具 ： 保護眼鏡/顔面保護具を着用する。

皮膚及び身体の保護具 ： 保護衣を着用する。

9． 物理的及び化学的性質

物理的状態

物理的状態 ： 液体

色 ： グレイ色

臭い ： 僅かなアクリル臭

物理的状態が変化する特定の温度/温度範囲

融点/凝固点 ： データなし。

沸点又は初留点及び沸騰範囲 ： データなし。

可燃性 ： データなし。

爆発下限界及び爆発上限界/可燃限界

爆発限界　上限 ： データなし。

爆発限界　下限 ： データなし。

可燃限界 ： データなし。

引火点 ： データなし。

自然発火点 ： データなし。

分解温度 ： データなし。

ｐＨ ： ８．０～１０．０

動粘性率 ： データなし。

溶解性

水溶解性 ： データなし

溶媒溶解性 ： データなし

n-オクタノール/水分配係数(log値) ： データなし。

蒸気圧 ： データなし。

密度及び/又は相対密度 ： １．４～１．６ｇ／㎤

相対ガス密度 ： データなし。

粒子特性 ： データなし。

その他のデータ ：

10． 安定性及び反応性

反応性 ： データなし

化学的安定性 ： 安定である。

危険有害反応可能性 ： データなし

避けるべき条件 ： データなし

混触危険物質 ： データなし

危険有害な分解生成物 ： データなし

11． 有害性情報
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毒性学的影響に関する情報

急性毒性

　急性毒性（経口） ： （酸化チタン（Ⅳ））

rat LD５０＞５０００ｍｇ／ｋｇ(SIDS、２０１５）

： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

male　rat　LD５０＝４９９０ｍｇ／ｋｇ（農薬登録申請資料、１９９６）

： （二酸化ケイ素）

rat　LD５０＞３３００ｍｇ／ｋｇ、＞２０００ｍｇ／ｋｇ　ｅｔ　ａｌ（ECETOC　JACC,

２００６；SIDS,２００６）

： （酸化第二鉄）

ｒａｔ ＬＤ５０＞１００００ｍｇ／ｋｇ（ＨＳＤＢ，Ａｃｃｅｓｓ  ｏｎ  Ｊｕｌｙ　２０１９）

　急性毒性（経皮） ： （酸化チタン（Ⅳ））

hamster　LD５０＞１００００ｍｇ／ｋｇ（HSDB、Access　on　May２０１６）

： （二酸化ケイ素）

rabbit　LD５０＞２０００ｍｇ／ｋｇ、＞５０００ｍｇ／ｋｇ（ECETOC　JACC、

２００６；SIDS,２００６）

　急性毒性（吸入） ： （酸化チタン（Ⅳ））

dust；rat　LC５０＞５．０９ｍｇ／L（SIDS、２０１５）

： （酸化第二鉄）

ｄｕｓｔ：ｒａｔ　ｎｏ　ｄｅａｔｈ　ａｔ　５．０５ｍｇ／Ｌ（ＲＥＡＣＨ登録情報，Ａｃｃｅｓｓ

ｏｎ　Ａｕｇ．２０１９）

局所効果

皮膚腐食性/刺激性 ： データなし

眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性

： （ステアリン酸マグネシウム）

ヒト　眼刺激性（ＡＣＧＩＨ，２００１）

： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

ラビット　４日目までに回復（農薬登録申請資料、１９９６）

： （二酸化ケイ素）

ラビット　回復性の眼刺激性（SIDS、２００６；ECETOC　JACC、２００６）

呼吸器感作性又は皮膚感作性

： データなし

生殖細胞変異原性 ： （石英）

cat.2;SIDS，２０１３

発がん性 ： （酸化チタン（Ⅳ））

cat.2；IARC　Gr.2B（IARC　９３、２０１０　et　al）

： （石英）

cat.1A；IARC　Gr.１（IARC １００C.２０１２ et al.）

： （二酸化ケイ素）

cat.1A；（ECETOC　JACC　No.５１,２００６）

： （酸化第二鉄）

IARC-Gr.３：ヒトに対する発がん性については分類できない

： （酸化チタン（Ⅳ））

IARC－Gr.２Ｂ：ヒトに対して発がん性があるかもしれない

： （石英）

IARC-Gr.1：ヒトに対して発がん性がある

： （二酸化ケイ素）

IARC-Gr.３：ヒトに対する発がん性については分類できない
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： （酸化アルミニュウム）

ACGIH－A４（２００７）：ヒト発がん性因子として分類できない

： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

ACGIH－A４（１９７４）：ヒト発がん性因子として分類できない

： （酸化第二鉄）

ACGIH－A４（２００５）：ヒト発がん性因子として分類できない

： （石英）

ACGIH-A2(2009）：ヒト発がん性の疑いがある

： （ステアリン酸マグネシウム）

ＡＣＧＩＨ-Ａ４（２０１６）ヒト発がん性因子として分類できない

： （酸化チタン（Ⅳ））

ACGIH－A４（１９９２）：ヒト発がん性因子として分類できない

： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

EUー発がん性カテゴリ２；ヒトに対する発がん性が疑われる物質

生殖毒性 ： データなし。

特定標的臓器毒性

特定標的臓器毒性（単回ばく露）

： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

気道刺激性

： （酸化アルミニュウム）

気道刺激性

： （二酸化ケイ素）

気道刺激性

特定標的臓器毒性（反復ばく露）

： （酸化チタン（Ⅳ））

呼吸器

： （酸化アルミニュウム）

肺；吸入

： （石英）

呼吸器、免疫系、腎臓

誤えん有害性 ： データなし

12． 環境影響情報

生態毒性

水性環境有害性 ： 水性生物に有害

： 長期継続的影響によって水性生物に有害

　水性環境有害性　短期（急性）

： （酸化チタン（Ⅳ））

甲殻類（オオミジンコ）EＬ５０＞１００ｍｇ／Ｌ／４８ｈｒ（SIDS，２０１５）

： （石英）

甲殻類（オオミジンコ）ＬＬ５０＞１００００ｍｇ／Ｌ（SIDS，２０１３）

： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

藻類（緑藻）EｂC５０＝０．０１３ｍｇ／L／７２ｈｒ（農薬申請、２００４）

水溶解度 ： （酸化第二鉄）

溶けない（ICSC、２００４）

： （酸化アルミニュウム）

［区分３（気道刺激性）］

[区分１]
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溶けない（ICSC、２０００）

： （酸化チタン（Ⅳ））

溶けない（ICSC、２００２）

： （石英）

溶けない（ICSC，２０１０）

： （ステアリン酸マグネシウム）

溶けない（ＩＣＳＣ，２００１）

残留性・分解性 ： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

BODによる分解度：０％（既存点検）

生体蓄積性 ： （３‐（３，４‐ジクロロフェニル）‐１，１‐ジメチル尿素）

BCF＝１４（Check ＆ Review、Japan）

土壌中の移動性 ： データなし

他の有害影響

オゾン層への有害性 ： データなし

その他の情報 ： 漏洩、廃棄などの際には、環境に影響を与える恐れがあるので、取り扱いに

注意する。

特に、製品や洗浄水が、地面、川や排水溝に直接流れないように対処すること。

13． 廃棄上の注意

化学品、汚染容器及び包装の安全で、かつ環境上望ましい廃棄、又はリサイクルに関する情報

廃棄物の処理方法 ： 環境への放出を避けること。

： 内容物/容器を地方/国の規則に従って廃棄すること。

14． 輸送上の注意

環境有害性

ＭＡＲＰＯＬ条約附属書Ⅲ－個品有害物質による汚染防止

　海洋汚染物質(該当/非該当）： 非該当

国内規制がある場合の規制情報

船舶安全法 ： 該当しない

航空法 ： 該当しない

15． 適用法令

当該製品に特有の安全、健康及び環境に関する規則／法令

毒物及び劇物取締法 ： 該当しない

労働安全衛生法

特化則 ： 該当しない製品

有機溶剤等 ： 該当しない製品

名称表示危険／有害物 ： 石英：二酸化ケイ素：酸化アルミニュウム：酸化チタン（Ⅳ）

名称通知危険／有害物 ： 石英：二酸化ケイ素：酸化アルミニュウム：酸化チタン（Ⅳ）

化学物質管理促進（ＰＲＴＲ）法 ： 該当しない

消防法 ： 該当しない

化審法 ： 該当しない

水質汚濁防止法

特定物質 ： 酸化アルミニュウム：酸化第二鉄

１日当たり平均的排水量５０㎥以上の特定事業場に適用される排水基準生活環境項目

： 鉱油

名称を表示し、又は通知すべき危険物及び有害物

発行日 ： 2019年12月24日　　　　　　　_
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16． その他の情報

参考文献

Globally Harmonized System of classification and labelling of chemicals，UN

Recommendations on the TRANSPORT OF DANGEROUS GOODS 21ｔｈ edit，2019 UN

IMDG　Code,2018　Edition（Incorporating Amendment 39-18）

IATA 航空危険物規則書 第62版(2012年）

2020 EMERGENCY RESPONSE GUIDEBOOK（US DOT）

2020 TLVｓ and BEIｓ.（ACGIH）

JIS　Z　7253：2019

JIS　Z　7252：2019

2020　許容濃度等の勧告（日本産業衛生学会）

Supplier’s data/information

Hazard Communication Standard－2012(29 CFR 1910．1200）

責任の限定について

本記載内容は、現時点で入手できる資料、情報データに基づいて作成しており、新しい知見

によって改訂されることがあります。また、注意事項は通常の取扱いを対象としたものであっ

て、特殊な取り扱いの場合には十分な安全対策を実施の上でご利用ください。

ここに記載したＧＨＳ分類区分の算定根拠は、現時点における日本公表データ及び一般社団

法人日本塗料工業会自主基準です。

記載内容の問合せ先

会社 ： 竹林化学工業株式会社

担当部門 ： 品質管理部

電話番号 ： ０６－６７２１－６１６５

FAX.番号 ： ０６－６７２０－７３０８

緊急連絡先 ： ０６－６７２１－６１６５

発行日 ： 2019年12月24日　　　　　　　_


